
広島県シカ密度分布図 広島北部森林管理署

・管内の状況（推計生息数、生息密度、捕獲状況等）
推計生息数 ５１，３９９頭（平成１４年度の４．４倍）
被害状況 農業被害 面積５８ha 金額５，３００万円
捕獲状況 １３，３１６頭
年間捕獲目標 １５，６００頭以上
※広島県策定による「第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画

（第５期）令和４年４月」の令和２年度数値及び目標数値を引用

・被害状況
広島県林業課の「令和３年度広島県ニホンジカ林業被害実態等

調査」の分析結果によると三次市、庄原市、安芸高田市、広島市
安佐北区、東広島市、北広島町での被害率が高かったとの報告が
あり、被害率は増加傾向にある。

・広島北部森林管理署の取組み状況
①令和元年度より安芸高田市外１者と、シカ被害対策推進協定

を締結し、民有林・国有林を問わず連携して捕獲実施。
令和３年度には、ニホンジカコルゲート管残渣処理施設を津々

良山国有林内（同市吉田町多治比）に設置（稼働に向け関係部局
と調整中）。

②令和２年度より神石高原町外３者と、シカ被害対策推進協定
を締結し、民有林・国有林を問わず連携して捕獲を実施。

③令和７年度４月に三次市外１者と、シカ被害対策推進協定を
締結し、民有林・国有林・農地を問わず連携して捕獲実施を計画。

④令和7年6月に庄原市議会にて、「同市も深刻化している農林
業でのシカ被害軽減を目的とした「シカ対策推進協定」を締結し、
更なる捕獲への取組みを」との一般質問があり、同市長が「協定
締結に向けて検討する」と答弁。

・成果
令和６年度は、同協定により１９５頭の捕獲実績があり、一定

の農林業被害の軽減に寄与した。

・課題
捕獲効率の向上を目的とした効果的な誘引方法、わな設置方法

等の情報共有を図る。

管内の状況（R7年6月時点）
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実績

協定の主な内容更新期間
更新の
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協定期間
開始
年度

締結時期協定相手方

有
捕獲場所の提供（小林式くく
り罠、箱罠）、罠等貸出、入
林届の省略

特段の意思表示がなけ
れば自動更新（4.1～
3.31）

有
R1.10.24～

R2.3.31
R1R1.10.24

安芸高田市、安芸高田市有害鳥獣捕獲班連絡
協議会

有
捕獲場所の提供（小林式くく
り罠、箱罠）、罠等貸出、入
林届の省略

特段の意思表示がなけ
れば自動更新（4.1～
3.31）

有
R2.7.27～
R3.3.31

R2R2.7.27
神石高原町、神石高原町有害鳥獣捕獲対策協
議会、神石郡森林組合、森林整備センター中
国四国整備局広島水源林整備事務所

―
捕獲場所の提供（小林式くく
り罠）、罠等貸出、入林届の
省略

特段の意思表示がなけ
れば自動更新（4.1～
3.31）

有
R7.4.24～
R8.3.31

R7R7.4.24三次市、三次市有害鳥獣駆除対策協議会

・三次市 令和７年度４月に協定締結
・庄原市 協定締結に向けて働き掛けを継続している
・安芸高田市 大型排水管残渣処理施設活用を関係部局と調整中

R6R5R4R3R2R1捕獲頭数内訳

職員実行

委託事業

19513910512715わな貸出

13118その他

195(２)139(9)118(16)23(1)723計(イノシシ)

参画等なし

該当なし

R6R5R4R3R2R１捕獲頭数内訳

29(2)49(9)29(16)123 23 安芸高田市協定

1669076―4神石高原町協定

13118広島県捕獲事業

メモ
・協定による継続的な捕獲取組みを実施
・広島県捕獲事業、指定管理鳥獣捕獲等事業
の情報収集、連携を図る

捕獲頭数グラフ
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